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１０１０月９日に行われた、第月９日に行われた、第１３１３回松前町危回松前町危
険物安全協会長杯防火ゲートボール大険物安全協会長杯防火ゲートボール大
会より。会より。
（関連記事（関連記事１６１６ページに掲載）ページに掲載）
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平
成　

年
松
前
町
議
会
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月　

日
に
開
か
れ
、
会

１６

１５

期
を
１
日
繰
り
上
げ　

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

１６

　

今
回
の
議
会
に
は
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
回
）
を

１６

は
じ
め
、
教
育
委
員
の
任
命
、
松
前
町
表
彰
条
例
に
よ
る
表
彰
な
ど
９
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決

及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
提
出
さ
れ
た
平
成　

年
度
松
前
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

１５

決
算
認
定
、
平
成　

年
度
松
前
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

１５

算
認
定
、
平
成　

年
度
松
前
町
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、

１５

平
成　

年
度
松
前
町
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
平
成　

１５

１５

年
度
松
前
町
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
、
平
成　

年
度
松
前
町
病
院
事
業

１５

会
計
決
算
認
定
の
６
件
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

こ
れ
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

議決月日議決結果件　　　　　　　　　　名

９月１５日原案可決平成１６年度松前町一般会計補正予算（第４回）

９月１５日原案可決平成１６年度松前町国民健康保険特別会計補正予算（第２回）

９月１５日原案可決平成１６年度松前町介護保険特別会計補正予算（第１回）

９月１５日原案可決平成１６年度松前町水道事業会計補正予算（第１回）

９月１５日同　　意教育委員会委員の任命について

９月１５日同　　意教育委員会委員の任命について

９月１５日原案可決松前町表彰条例による表彰について

９月１５日原案可決松前町公告式条例の一部を改正する条例制定について

９月１５日原案可決平成１６年度松前町一般会計補正予算（第５回）

９月１６日
決算審査特別委員会
付託　　　　　　　

平成１５年度松前町一般会計歳入歳出決算認定について

平成１５年度松前町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について

平成１５年度松前町老人保健特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

平成１５年度松前町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

平成１５年度松前町水道事業会計決算認定について

平成１５年度松前町病院事業会計決算認定について　
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広報まつまえ　 平成１６年１１月号 ２
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去
る
８
月　

日
未
明
、
松
前
町

２０

に
接
近
し
た
台
風　

号
は
最
大
瞬

１５

間
風
速　

・
５
メ
ー
ト
ル
を
観
測
、

２８

当
町
は
暴
風
と
大
し
け
に
見
ま
わ

れ
、
船
外
機
船
、
ア
ワ
ビ
養
殖
施

設
、
船
揚
場
な
ど
の
漁
業
関
連
施

設
、
さ
ら
に
は
、
松
前
藩
屋
敷
表

門
が
倒
壊
す
る
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
被
害
額
は
概
算
で
約
１
千

５
百　

万
円
が
見
込
ま
れ
る
と
こ

５０

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
被
害
箇
所
の
内
、

小
規
模
的
な
箇
所
に
つ
い
て
は
速

や
か
に
復
旧
す
る
べ
く
対
応
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
松
前
藩
屋
敷

表
門
な
ど
費
用
の
大
き
く
か
か
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
今
後
補
正
予

算
を
も
っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
概
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
別
紙
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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松
前
町
・
福
島
町
合
併
協
議
会

に
お
き
ま
し
て
は
、
主
要
協
定
項

目
を
慎
重
に
審
議
す
る
た
め
「
新

町
建
設
構
想
小
委
員
会
」
、
「
新

町
の
名
称
及
び
事
務
所
に
関
す
る

小
委
員
会
」
及
び
「
議
会
議
員
の

定
数
・
任
期
に
関
す
る
小
委
員

会
」
を
設
置
し
、
議
論
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
結
果
の
報
告
が
先
の

協
議
会
で
あ
り
ま
し
た
が
、
「
事

務
所
の
位
置
」
、
「
議
会
議
員
の

定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
」
に
つ

い
て
は
、
両
論
併
記
と
な
っ
て
お

り
、
結
論
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
、
協
議
会
で
引
き
続

き
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
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広報まつまえ　 平成１６年１１月号３

　

ま
た
、
協
議
会
で
は
、
新
町
建

設
構
想
や
財
政
推
計
な
ど
を
記
載

し
た
合
併
問
題
の
説
明
資
料
と
な

る
「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
」
を
作
成

し
、
町
民
の
方
々
へ
配
布
の
う
え
、

　

月
中
旬
か
ら　

月
上
旬
に
か
け

１０

１１

て
町
民
懇
談
会
を
開
催
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
町
民
の
方

々
の
ご
意
見
な
ど
を
お
伺
い
し
、

共
に
合
併
問
題
を
考
え
、
将
来
の

町
の
あ
る
べ
き
道
を
探
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
く
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

以
前
よ
り
、
静
浦
保
育
所
と
札

前
保
育
所
の
統
廃
合
に
つ
い
て
の

考
え
と
、
そ
の
た
め
に
地
域
説
明

会
を
開
催
す
る
な
ど
し
、
地
域
の

方
々
の
理
解
協
力
に
努
め
る
旨
を

述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
時
の
国
の
三
位
一

体
改
革
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
財

政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
予
想
を

は
る
か
に
超
え
る
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
庁

内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
、

再
検
討
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
静
浦
保
育
所
、
札

前
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
現
状
の

清
部
保
育
所
へ
統
合
す
べ
き
と
の

意
見
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
あ
ら

た
め
て
地
域
の
声
を
拝
聴
す
る
な

ど
し
、
こ
れ
ま
で
の
考
え
を
見
直

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。
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去
る
９
月
７
日
、
夜
半
か
ら
翌

８
日
の
日
中
に
か
け
、
松
前
町
を

襲
っ
た
台
風　

号
は
、
最
大
瞬
間

１８

風
速　

・
３
メ
ー
ト
ル
を
観
測
し
、

３４

当
町
は
未
曾
有
の
暴
風
と
大
し
け

に
見
ま
わ
れ
、
札
前
地
区
を
は
じ

め
各
地
区
に
お
い
て
、
一
般
住
宅

や
物
置
な
ど
の
非
住
家
に
多
大
な

被
害
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
漁
船
や
離
岸
堤

な
ど
の
漁
業
関
係
施
設
を
は
じ
め

農
業
関
係
施
設
、
公
共
施
設
に
お

い
て
も
多
く
の
被
害
を
受
け
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

被
害
を
受
け
ま
し
た
町
民
の
皆

様
方
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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被
災
に
よ
り
散
乱
し
た
ゴ
ミ
処

理
や
家
屋
の
消
毒
な
ど
、
急
を
要

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
速
や
か
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
公

共
施
設
の
復
旧
に
か
か
わ
る
箇
所

に
つ
い
て
は
、
今
後
補
正
予
算
を

も
っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
道
に
か
か
わ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に
対

し
、
一
日
も
早
い
復
旧
対
応
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
離
島
関
係
や
海
中
施
設
な

ど
調
査
中
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

　

日
ま
で
に
把
握
し
た
被
害
概
況

１３に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
紙
の
と
お

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

��������	
����
�
　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
回
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
８
千
６
百　

万
５
千
円
を
追

６８

加
し
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
総
額
は
、

　

億
３
千
８
百　

万
３
千
円
に
な

６４

８５

り
ま
し
た
。

　

追
加
補
正
し
た
主
な
内
容
は
、

児
童
手
当
、
水
道
事
業
会
計
に
対

す
る
補
助
金
、
町
道
維
持
修
繕
料
、

道
路
除
排
雪
委
託
料
、
町
道
朝
日

豊
岡
線
舗
装
新
設
事
業
費
、
松
前

町
対
外
活
動
選
手
等
派
遣
補
助
金
、

原
口
小
学
校
暖
房
自
動
制
御
装
置

改
修
工
事
請
負
費
、
治
山
施
設
災

害
復
旧
工
事
請
負
費
な
ど
で
す
。
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一
般
会
計
（
第
４
回
）

　

予
算
総
額

　
　

億
３
千
８
百　

万
３
千
円
に

６４

８５
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広報まつまえ　 平成１６年１１月号 ４
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担
金
を
４
百　

万
円
、
退
職
者
医

２１

療
に
係
る
療
養
給
付
費
交
付
金
を

１
百　

万
７
千
円
の
増
額
す
る
一

３９

方
、
普
通
調
整
交
付
金
を
６
百　
９８

万
８
千
円
、
繰
越
金
を
２
千
円
減

額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
の
一

般
被
保
険
者
療
養
費
を
１
百　

万
５０

円
、
老
人
保
健
拠
出
金
を
２
百　
３４

万
５
千
円
を
増
額
す
る
一
方
、
退

職
者
医
療
に
係
る
介
護
納
付
金
を

　

万
４
千
円
、
前
年
度
繰
上
充
用

５８金
を
４
百　

万
４
千
円
減
額
す
る

６４

も
の
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
回
）
は
、
既
定
の
事

業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
百　
３８

万
３
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

が　

億
８
千　

万
９
千
円
と
な
り

１３

２５

ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
療
養
給
付
費
等
負
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介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）
は
、
保
険
事
業
勘
定

に
お
い
て
、
既
定
の
予
算
総
額
に

３
千
１
百　

万
７
千
円
を
追
加
し
、

１４

予
算
合
計
額
が
６
億
３
千
９
百　
１９

万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
基
金
積
立
金

に
１
千
９
百　

万
３
千
円
、
国
庫

１８

支
出
金
及
び
道
支
出
金
精
算
に
伴

う
償
還
金
に
６
百　

万
４
千
円
、

８６

一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
を
５
百　
１０

万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
た
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
で

　

今
回
の
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
は
、
収
益
的
収
支
勘
定
の
収
入

で
一
般
会
計
か
ら
の
簡
易
水
道
建

設
改
良
費
等
の
た
め
の
補
助
金
６

百
６
万
８
千
円
を
追
加
し
、
収
入

総
額
を
２
億
１
千　

万
５
千
円
と

２２

し
、
支
出
で
は
、
職
員
給
与
費
で

　

万
８
千
円
、
修
繕
料
で
１
百　

６９

３８

万
６
千
円
を
追
加
し
、
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
で　

万
１
千
円
を

５６

減
額
し
、
支
出
総
額
を
２
億
２
百

　

万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

４３
　

ま
た
、
資
本
的
収
支
勘
定
に
お

い
て
は
、
支
出
で
道
道
松
前
港
線

改
良
に
伴
う
配
水
管
改
良
工
事
費

と
し
て
、
１
千　

万
９
千
円
を
追

３８

加
し
、
支
出
総
額
を
９
千
６
百　
１９

万
円
と
し
ま
し
た
。

　

台
風　

号
被
害
に
よ
る
災
害
復

１８

旧
経
費
等
を
計
上
し
た
今
回
の
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
５
回
）は
、

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
８
百　
２０

万
３
千
円
を
追
加
し
、
こ
れ
に
よ

り
予
算
総
額
は
、　

億
５
千
７
百

６４

５
万
６
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

追
加
補
正
し
た
主
な
内
容
は
、

水
産
業
振
興
修
繕
料
、
町
道
維
持

修
繕
料
、
河
川
維
持
修
繕
料
、
船

揚
場
災
害
復
旧
工
事
請
負
費
、
松

前
中
学
校
部
室
災
害
復
旧
工
事
請

負
費
な
ど
で
す
。

�
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�
�
�
�
�
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�
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一
般
会
計
（
第
５
回
）

　

予
算
総
額

　
　

億
５
千
７
百
５
万
６
千
円
に

６４

は
、
既
定
の
予
算
総
額
に
８
万
１

千
円
を
追
加
し
、
予
算
合
計
額
が

９
百　

万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

８８

　

補
正
の
内
容
は
、
一
般
会
計
へ

の
繰
出
金
を
８
万
１
千
円
増
額
し

た
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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に
な
る
�
藤
行
幸
氏
（
字
江
良
・

　

歳
）
を
引
き
続
き
教
育
委
員
会

６８委
員
と
し
て
、　

月
２
日
を
も
っ

１０

て
任
期
満
了
に
な
る
成
田
稔
氏
の

後
任
と
し
て
依
田
養
助
氏
（
字
豊

岡
・　

歳
）
を
教
育
委
員
会
委
員

５６

に
任
命
し
た
い
旨
を
議
会
の
同
意

を
求
め
、
採
決
の
結
果
、
任
命
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
依
田
養
助
氏
は
、
９
月

　

日
開
催
の
松
前
町
教
育
委
員
会

２７で
承
認
さ
れ
、　

月
３
日
を
も
っ

１０

て
教
育
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。� 藤 行 幸 氏

委　

員
に
�
藤
行
幸
氏

教
育
長
に
依
田
養
助
氏

依 田 養 助 氏

町
表
彰
条
例
に
よ
る
被
表

彰
者
に
５
個
人
を
決
め
る

◆
功
労
表
彰
（
個
人
）

▼
佐
々
木　

繁
氏（
字
原
口
・　

歳
）

７０

　

永
年
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と

し
て
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
。

▼
工
藤　

末
蔵
氏（
字
札
前
・　

歳
）

７８

　

永
年
に
わ
た
り
納
税
貯
蓄
組
合

長
と
し
て
納
税
思
想
の
高
揚
に
尽

力
さ
れ
た
。

▼
小
甲　

ト
シ
氏（
字
博
多
・　

歳
）

７７

　

永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進

に
尽
力
さ
れ
た
。

▼
今
本　

壽
雄
氏（
字
弁
天
・　

歳
）

７７

　

永
年
に
わ
た
り
日
本
水
難
救
済

会
松
前
救
難
所
救
助
員
、
支
所
長

及
び
所
長
と
し
て
海
難
事
故
防
止

の
啓
発
指
導
及
び
救
助
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
。

▼
�
橋
キ
ヨ
コ
氏（
字
茂
草
・　

歳
）

７７

　

永
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員

と
し
て
社
会
教
育
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
（
第
２
回
）

介
護
保
険
特
別
会
計

（
第
１
回
）

水
道
事
業
会
計（

第
１
回
）

　

９
月　

日
を
も
っ
て
任
期
満
了

３０

　

各
分
野
に
わ
た
っ
て
町
政
振
興

に
寄
与
さ
れ
た
次
の
５
個
人
の
方

々
を
町
の
表
彰
条
例
に
基
づ
き
表

彰
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
式
は　

月
３
日
に

１１

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�

　

こ
の
改
正
は
、
掲
示
場
の
設
置

位
置
を
「
字
福
山　

番
地
」
か
ら

２４６

「
字
福
山　

番
地
」
に
変
更
し
よ

２４８

う
と
す
る
も
の
で
す
。



予算額に対す
る収入済額の
割 合

収 入 済 額予 算 額科　 　 　 　 目

４４.８％２６２,１９２５８４,７２２町 税

３４.９　３６,１７２１０３,５００地 方 譲 与 税

２９.４　１,８８６６,４１２利 子 割 交 付 金

４２.０　３１４７４７配 当 割 交 付 金

０.５　２４３６株式等譲渡所得割交付金

６７.０　６２,３３１９３,０００地 方 消 費 税 交 付 金

３７.６　１０,１３９２７,０００自動車取得税交付金

１００.０　２４,６９８２４,６９８地 方 特 例 交 付 金

６７.０　１,８４５,５８４２,７５６,１００地 方 交 付 税

　５０.３　３６０７１６交通安全対策特別交付金

４０.８　２０,８８８５１,２４８分 担 金 及 び 負 担 金

５３.９　６９,２４６１２８,５００使 用 料 及 び 手 数 料

８.９　２９,０７３３２５,４７５国 庫 支 出 金

３.７　４４,６５４１,２１２,９９８道 支 出 金

２９.７　７,４５５２５,０６８財 産 収 入

３０６.６　１,０１５３３１寄 附 金

２６２,４８８繰 入 金

９４.７　１８１９繰 越 金

２１.２　４８,９２５２３１,２９５諸 収 入

２５.２　１７８,０００７０５,４００町 債

４０.４　２,６４２,９５２６,５４０,１５３収 入 合 計

●収入の状況
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予算額 
６,５４０,１５３千円 

収入済額 
２,６４２,９５２千円 
（４０.４％） 

収入済額 
２,６４２,９５２千円 
（４０.４％） 

（単位　千円）

広報まつまえ　 平成１６年１１月号５



予算額 
６,５４０,１５３千円 

支出済額 
２,７１６,６８５千円千円 
（４１.５％） 

支出済額 
２,７１６,６８５千円 
（４１.５％） 

予算額に対す
る支出済額の
割 合

支 出 済 額予 算 額科　　　　　目

４６.７％３２,５９３６９,７３４議 会 費

４０.４　１４２,２０４３５１,９０６総 務 費

２５.０　１９１,０７３７６４,１２６民 生 費

５１.４　１９２,０５１３７３,６１６衛 生 費

４１.５　１,４５９３,５１７労 働 費

５０.７　７６,５６２１５０,８７１農林水産業費

７１.０　６７,４８２９５,０７３商 工 費

８.９　９９,０３６１,１１４,１４０土 木 費

５３.８　２３０,１７８４２７,７８８消 防 費

４２.５　１９２,１８３４５２,１６６教 育 費

１６.７　１,４２３８,５１１災 害 復 旧 費

５６.３　７０２,７６６１,２４７,３８２公 債 費

５３.２　７８７,６７５１,４８０,３２３職 員 給 与 費

１,０００予 備 費

４１.５　２,７１６,６８５６,５４０,１５３支 出 合 計

●支出の状況　　　　　　　　　　　　　   （単位　千円）

　

●一時借入金の状況　　　  ９月３０日現在高　借入現在高なし

●町税負担の状況    　　　　　  　　　   ９月３０日現在　人　口  １０,８８０ 人
　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　　 　　　　    　　　　　　 世帯数      ４,７００ 世帯

１ 世 帯 当
た り の 額

（円）

総人口に対
する１人当
たりの額　

（円）

左 の １ 人 �
当 た り の 額

（円）

納 税 義
務 者 数

（人・社）

予 算 額
（現年分）

（千円）
税　　　　目

５２,５０３

６,０７４

２２,６８１

２,６２４

６６,８１９

１８９,０６６

３,６９３

１５１

２４６,７６４

２８,５４９

　 個 人

　 法 人

４２,２６１１８,２５６４４,３８５４,４７５１９８,６２５純固定資産税

２,２２２９６０５,２６１１,９８５１０,４４３軽自動車税

１５,４１６６,６５９２４,１５１,３３３３７２,４５４町たばこ税

１鉱 産 税

１,８１３７８３４,２６０,５００２８,５２１入 湯 税

１２０,２８９５１,９６３－－５６５,３５７合 計

●公債の状況（元金） 　　　　　　９月３０日現在高　（単位　千円）

差 引 現 在 高
（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

償還額（Ｃ）借入額（Ｂ）
平成１５年度末現在高

（Ａ）

７,５４５,０４８５９４,０３２１７８,０００７,９６１,０８０

������������
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���������������

※世帯数　　　４,７００世帯
　人　口　　１０,８８０　人
いずれも平成１６年９月３０日現在

�������

広報まつまえ　 平成１６年１１月号 ６

町
民
税

●基金繰替運用の状況　　９月３０日現在高　５３２,０００千円
　　　　　　　　　　　　　　運　用　利　率　０.００１％
　　　　　　　　　　　　　　運　用　期　間　平成１６年６月１日～平成１７年３月３０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１６年８月２３日～平成１７年３月３０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１６年９月２２日～平成１７年３月３０日
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予算額に対す
る収入済額の
割 合

収 入 済 額予 算 額科　　　　 目

３１.６％１２５,９４９３９９,２０１国民健康保険税

２９.６　２０８,５４７７０４,４０３国 庫 支 出 金

４０.８　３２,０３３７８,４４５療養給付費交付金

２０.２　２,４７１１２,２２５道 支 出 金

２５.０　９,０７０３６,３２８共同事業交付金

２財 産 収 入

１寄 附 金

１４８,９５１繰 入 金

０繰 越 金

７０３諸 収 入

２７.４　３７８,０７０１,３８０,２５９収 入 合 計

●収入の状況　　　　　　　　　　　　　   （単位　千円）

予算額に対す
る支出済額の
割 合

支 出 済 額予 算 額科　　　　 目

１８.１％２,０００１１,０５６総 務 費

４３.３　３６４,３８６８４２,０２７保 険 給 付 費

４２.６　１５８,７４３３７２,８６９老人保健拠出金

４１.７　３０,５４６７３,２９５介 護 納 付 金

２５.０　９,８８６３９,５４４共同事業拠出金

１７.８　６８０３,８２８保 健 事 業 費

１基 金 積 立 金

１,４３２公 債 費

２.７　１８６７８諸 支 出 金

５３１予 備 費

１００.０　３４,９９８３４,９９８繰 上 充 用 金

４３.６　６０１,２５７１,３８０,２５９支 出 合 計

●支出の状況　　　　　　　　　　　　　   （単位　千円）

●一時借入金の状況　　  ９月３０日現在高　借入現在高なし
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予算額に対す
る収入済額の
割 合

収 入 済 額予 算 額科　　　　 目

４６.１４５５,７８７９８８,０６２支払基金交付金

４６.２１９８,８７８４３０,１８４国 庫 支 出 金

４９.３５２,６３２１０６,６９４道 支 出 金

１０５,２２３繰 入 金

０繰 越 金

１２諸 収 入

４３.４７０７,２９７１,６３０,１７５収 入 合 計

●収入の状況　　　　　　　　　　　　　   （単位　千円）

予算額に対す
る支出済額の
割 合

支 出 済 額予 算 額科　　　　 目

４４.９７２６,０９１１,６１８,７０６医 療 諸 費

９.９３４２３,４６８諸 支 出 金

５予 備 費

１００.０７,９９５７,９９６繰 上 充 用 金

４５.１７３４,４２８１,６３０,１７５支 出 合 計

●支出の状況　　　　　　　　　　　　　   （単位　千円）

広報まつまえ　 平成１６年１１月号７
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予算額に対す
る収入済額の
割 合

収 入 済 額予 算 額科　　　　 目

４４.１％４３,３３５９８,２１５保 険 料

３４.０　１７５０使用料及び手数料

５１.５　８２,７９６１６０,８７１国 庫 支 出 金

３９.７　７５,５１９１９０,３６６支払基金交付金

５２.９　３９,０７６７３,９２１道 支 出 金

１財 産 収 入

８６,９４８繰 入 金

１００.０　２８,８１９２８,８１９繰 越 金

４諸 収 入

４２.２　２６９,５６２６３９,１９５収 入 合 計

●収入の状況　　　　　　　　　　　　　   （単位　千円）

予算額に対す
る支出済額の
割 合

支 出 済 額予 算 額科　　　　 目

４５.９％５,９６３１２,９７８総 務 費

３９.７　２３４,５８６５９１,３６８保 険 給 付 費

６３７財政安定化基金
拠 出 金

１９,１８４基 金 積 立 金

１１,９９６諸 支 出 金

７５公 債 費

２,９５７予 備 費

３７.６　２４０,５４９６３９,１９５支 出 合 計

●支出の状況　　　　　　　　　　　　　   （単位　千円）

●一時借入金の状況　　  ９月３０日現在高　借入現在高なし

保険事業勘定

予算額に対す
る収入済額の
割 合

収 入 済 額予 算 額科　　　　 目

４３.３％２２１５１０サービス収入

９,２９３繰 入 金

１００.０　８２８２繰 越 金

３.１　３０３９,８８５収 入 合 計

●収入の状況　　　　　　　　　　　　　   （単位　千円）

予算額に対す
る支出済額の
割 合

支 出 済 額予 算 額科　　　　 目

５１.０％４,９９９９,８０３総 務 費

８２諸 支 出 金

５０.６　４,９９９９,８８５支 出 合 計

●支出の状況　　　　　　　　　　　　　   （単位　千円）

サービス事業勘定

広報まつまえ　 平成１６年１１月号 ８



� ������ � � 	 
 � � 
 � � � � � � �

������������	
��
��

●一時借入金の状況　　  ９月３０日現在高　借入現在高なし

●収益的収入及び支出の状況　　　　　　  （単位　千円）

予算額に対す
る収入及び支
出済額の割合

収入及び支出済額予 算 額科　　　　目

５０.９％１０７,０６１２１０,２２５収益的収入

２９.３　５９,３９９２０２,４３８収益的支出

－　４７,６６２７,７８７差 引 合 計

●資本的収入及び支出の状況　　　　　　  （単位　千円）

予算額に対す
る収入及び支
出済額の割合

収入及び支出済額予 算 額科　　　　目

１５.２％１,３４６８,８８２資本的収入

４３.１　４１,４９６９６,１９０資本的支出

－　△４０,１５０△８７,３０８差 引 合 計

●公債の状況（元金） 　　　　　　９月３０日現在高　（単位　千円）

差 引 現 在 高
（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

償還額（Ｃ）借入額（Ｂ）
平成１５年度末現在高

（Ａ）

３９６,９７７２２,４４１４１９,４１８

●一時借入金の状況　　　９月３０日現在高　４５０,０００千円
　　　　　　　　　　　　 　　利　　　　　率　０.７％～０.８％
　　　　　　　　　　　　 　　借　入　期　間　平成１６年５月３１日～平成１６年１１月３０日
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　平成１６年６月４日～平成１６年１１月３０日
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　平成１６年８月５日～平成１６年１１月３０日

●収益的収入及び支出の状況　　　　　　  （単位　千円）

予算額に対す
る収入及び支
出済額の割合

収入及び支出済額予 算 額科　　　　目

４６.６％５１９,４３５１,１１４,３０８収益的収入

４４.９　６２５,９６１１,３９３,９００収益的支出

－　△１０６,５２６△２７９,５９２差 引 合 計

●資本的収入及び支出の状況　　　　　　  （単位　千円）

予算額に対す
る収入及び支
出済額の割合

収入及び支出済額予 算 額科　　　　目

７２.７％１４,０００１９,２６８資本的収入

５１.５　９,９２９１９,２６８資本的支出

－　４,０７１０差 引 合 計

●公債の状況（元金） 　　　　　　９月３０日現在高　（単位　千円）

差 引 現 在 高
（Ａ）＋（Ｂ）－（Ｃ）

償還額（Ｃ）借入額（Ｂ）
平成１５年度末現在高

（Ａ）

２４６,８２３６,５０７２５３,３３０

広報まつまえ　 平成１６年１１月号９

※予算額△２７９,５９２千円に対し現在の執行状況は、△１０６,５２６千
　円となっており、赤字が縮小傾向にあります。
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（１９：００～　○総 ）

　

眼科診療（８：３０～１５：００　町立）
定期健康相談（清部・館浜・荒谷・白神）

��������	
��
������
（１９：００～　○福 ）

　

　

���

股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０　町立）
リハビリ教室（１１：００～１４：３０　いさりび）
移動図書館
（白神小・白神・荒谷・大沢・東朝日・上川）

������（９：００～１５：００　○総 ）

スタンド営業：太平洋石油

������
�����
（９：００～１２：００　小島支所、１３：００～１６：００　大島支所）

　

　

������（１３：００～１６：００　大沢支所）

※ツベルクリン反応検査のみお休みします。（町立）

�

スタンド営業：前側石油

��勤労感謝の日����
��������	
���

（１０：００～１４：００　○総 ）

スタンド営業：川菱商会

������

リハビリ教室（１０：００～１５：００　○総 ）スタンド営業：太平洋石油

／�／�／�

定期健康相談（清部・館浜・荒谷・白神）
股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０　町立）
移動図書館
（白神小・白神・荒谷・大沢・東朝日・上川）スタンド営業：前側石油

����

����文化の日
��������	
��������	

（１９：００～　白神○寿 ）
������
（９：００～１７：００　○総 ）
江良ささのこ文庫
　　　　　　図書貸し出し
童話の日（大型紙芝居・工作）
（１４：００～１４：３０　○総 ）

��������	
��������	

（１９：００～　荒谷○寿 ）

定期健康相談
（原口・いさりび・建石・大沢）

��������	
��
������
（１９：００～　大沢○憩 ）

定期健康相談（○健 ）
栄養相談（１０：００～１５：００　○健 ）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００　町立）

��������	
��

�����������	
（１９：００～　朝日○寿 ）
�������（１１：００～　○総 ）

��������

江良ささのこ文庫
　　　　　　図書貸し出し

松前地区高齢者教室
　　　　　　（１０：００～　○総 ）
移動図書館（松城小）
耳鼻咽喉科診療
（８：３０～１５：００　町立）

移動図書館
（小島小・茂草・静浦・赤神・札前・館浜）
定期健康相談（茂草・静浦・○健 ）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００　町立）

小島地区高齢者教室（１０：００～　○総 ）
乳児健診（１３：００～１３：３０　江良○町体 ）
移動図書館（大島小・原口・江良・清部）
眼科診療（８：３０～１５：００　町立）
循環器内科診療（８：３０～１５：００　町立）

��������

江良ささのこ文庫
　　　　　　図書貸し出し
童話の日（絵本の読み聞かせ）
（１４：００～１４：３０　○総 ）

大島地区高齢者教室
　　　　　（１０：００～　いさりび）

定期健康相談（○健 ）
育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０　○健 ）
育児教室【にこにこ教室】（１３：３０～１５：００　○健 ）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００　町立）

古文書講座（１９：００～２１：００　○総 ）
運転免許更新時講習会（○総 ）
　　初回講習１０：００～・優良講習１３：００～
　　一般講習１３：４５～・違反講習１５：００～
健康相談（１３：００～１４：００温泉休養センター）
眼科診療（８：３０～１５：００　町立）
心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００　○社協 ）
※各種予防接種は、お休みします。（町立）

��������
�������
　　　　　　（１０：００～　○総 ）
　

耳鼻咽喉科診療
（８：３０～１２：００　町立）
※整形外科休診
江良ささのこ文庫
　　　　　　図書貸し出し

大沢地区高齢者教室
　　　　　　（１０：００～　○総 ）
移動図書館
（松前小・白神・荒谷・
　大沢・東朝日・上川）
耳鼻咽喉科診療
（１３：３０～１５：００　町立）

移動図書館
（館浜小・茂草・静浦・赤神・札前・館浜）
年金相談（９：００～１４：３０　役場）
定期健康相談（○健 ）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００　町立）

眼科診療（８：３０～１５：００　町立）
循環器内科診療（８：３０～１５：００　町立）
乳児健診（１２：４５～１３：４５　○健 ）
移動図書館（原口小・原口・江良・清部）

／�／�／���／�

江良ささのこ文庫
　　　　　　図書貸し出し
童話の日（絵本の読み聞かせ）
（１４：００～１４：３０　○総 ）

定期健康相談
（原口・いさりび・建石・大沢）

定期健康相談（○健 ）
栄養相談（１０：００～１５：００　○健 ）
※午後内科・整形外科のみ診療
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００　町立）

３歳児健診（１２：４５～１３：１５　○総 ）
眼科診療（８：３０～１５：００　町立）

【江良ささのこ文庫】

貸出時間　　　　
１３：００～１５：００　

江良○町体 　

【移動図書館の時間】
原　口　１４：００　 東朝日　１５：３０
江　良　１５：００　 上　　川　１６：００
清　部　１６：００　 大　　沢　１５：００
茂　草　１４：００　 荒　　谷　１４：３０
静　浦　１４：３０　 白　　神　１４：００
赤　神　１５：００　    　　　　　　　　　　　
札　前　１５：３０　　   　　　　　　　　　　　
館　浜　１６：００　　   　　　　　　　　　　　

【定期健康相談の場所と時間】
○健 ：健康センター　　　　　　　１０：００～１５：００　　　　大沢：大沢老人憩の家　　１３：００～１４：００
原口：原口老人憩の家　　　１３：００～１４：００　　　　荒谷：荒谷寿の家　　　　　　１３：００～１４：００

  　　 　   いさりび：パートナーシップランド『いさりび』　１０：００～１１：３０　　 　　 白神：白神寿の家　　　　　　１０：００～１１：００
清部：清部生改センター　１２：３０～１４：００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
茂草：茂草老人憩い荘　　　１２：３０～１４：３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
静浦：静浦老人憩の家　　　１０：００～１１：００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
館浜：館浜生改センター　　９：３０～１１：００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
建石：建石コミュニティセンター　 　 ９：３０～１１：３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

広報まつまえ　 平成１６年１１月号 １０
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　　　　　　　　　　　　　  ○総 ：町民総合センター　　　　　　　　　○健 ：健康センター　
町立：町立松前病院　　　　  いさりび：パートナーシップランド『いさりび』　　        ○福 ：月島福祉の家
江良：町立江良診療所　　　  ○集 ：小島地区基幹集落センター　　　　　○漁 ：漁民センター
小島：町立小島診療所　　  　○コミ ：建石コミュニティセンター　　　　　○球 ：町民野球場
クリニック：松前記念クリニック　○改 ：生活改善センター　○寿 ：寿の家　　　○ふ ：ふれあい公園パークゴルフ場
○町体 ：町民体育館　　　　　　  ○憩 ：老人憩の家　○会館 ：町内会館　　　　　○社協 ：社会福祉協議会
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だ
ん
だ
ん
寒
く
な
る
こ
の
季
節

は
、
か
ぜ
を
ひ
く
人
も
多
く
な
り

ま
す
。
普
通
、
人
は
、
１
年
に
平

均
６
回
は
、
か
ぜ
を
ひ
く
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
普
通
の
か
ぜ
は
、

ラ
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
等
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
り

ま
す
。
の
ど
が
痛
む
、
水
様
の
鼻

汁
が
出
る
、
く
し
ゃ
み
、
咳
が
中

心
で
全
身
症
状
は
あ
ま
り
み
ら
れ

ま
せ
ん
。
発
熱
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ほ
ど
高
く
な
く
、
重
症
化
す
る

こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
る
と　

度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛

３９

関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
の
全
身
の

症
状
が
強
く
、
あ
わ
せ
て
の
ど
の

痛
み
、
鼻
汁
な
ど
の
症
状
も
み
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
気
管
支
炎
、

肺
炎
な
ど
を
併
発
し
、
重
症
化
す

る
こ
と
が
多
い
の
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
特
徴
で
す
。
ま
た
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
が
爆
発
的
に

��
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��
��
��
��
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�



始
ま
り
、
短
期
間
に
乳
幼
児
か
ら
、

高
齢
者
ま
で
膨
大
な
人
を
巻
き
込

む
と
い
う
点
で
普
通
の
か
ぜ
と

は
っ
き
り
区
別
さ
れ
ま
す
。

　

予
防
の
基
本
は
、
流
行
前
に
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
予

防
接
種
を
受
け
て
か
ら
ワ
ク
チ
ン

の
効
果
が
出
る
ま
で
約
２
週
間
、

持
続
効
果
は
約
５
カ
月
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
予
防
接
種
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
す
る　

月
中
旬
ま

１２

で
に
１
回
ま
た
は
２
回
（　

歳
以

６５

上
は
１
回
）
受
け
る
よ
う
に
し
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
が
体
内
に
入
る
こ

と
で
、
免
疫
機
能
が
働
き
、
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
抗
体
が
出
来
ま
す
。

抗
体
は
ウ
イ
ル
ス
の
細
胞
へ
の
浸
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「
か
か
っ
た
か
な
」
と
思
っ
た

ら
、
早
め
に
受
診
し
て
治
療
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
最
近
は
、
ウ
イ
ル

ス
に
直
接
作
用
し
、
増
殖
を
抑
え

る
薬
が
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

発
病
か
ら　

〜　

時
間
以
内
の
服

４０

４８

用
が
最
も
効
果
的
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
室
温
は　

〜　

�
を
維

１８

２０

持
し
、
湿
度
は
、　

〜　

％
に
保

６０

７０

つ
よ
う
に
し
ま
す
。
部
屋
の
空
気

が
乾
燥
し
て
い
る
と
、
呼
吸
器
の

粘
膜
も
乾
燥
し
、
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
加
湿
器

が
な
い
場
合
は
、
ぬ
れ
タ
オ
ル
を

部
屋
に
干
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
一
時
間
に
５
分
位
は
窓

を
開
け
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

発
熱
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
し
、
体
力

を
消
耗
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
ご
は
ん
や

パ
ン
な
ど
糖
質
の
多
い
食
品
や
、

た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｃ

を
含
む
食
品
を
摂
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
牛
乳
や
乳
酸
飲
料
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ス
ー
プ
な
ど
も

い
い
で
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
発
熱
や

下
痢
に
よ
る
脱
水
症
状
も
起
き
や

す
く
、
十
分
な
水
分
補
給
が
必
要

で
す
。
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
や
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、
お
茶
を
た

く
さ
ん
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
ら
な
い
た
め
に
日
頃
か
ら
、

疲
労
を
た
め
な
い
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
心
が
け
体
力
を
つ
け

て
お
く
等
、
注
意
し
万
全
の
対
策

で
望
み
ま
し
ょ
う
。

入
を
ガ
ー
ド
し
、
阻
止
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
予
防
接
種
で

　

％
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

１００ん
が
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
は
毎
年
少
し
ず
つ
変
化
す
る

の
で
、
予
防
接
種
も
そ
れ
に
対
応

し
て
毎
年
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
予
防
接
種
の
他
に
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は
、
次

の
よ
う
な
点
を
注
意
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
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月　

日（
木
）か
ら　

月　

日（
土
）ま
で

１１

１１

１１

２０

○
薄
暮
時
に
お
け
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
路
面
状
況
に
応
じ
た
ス
ピ
ー
ド
の
抑
制
等
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

�����○　

運
転
者
は
高
齢
歩
行
者
を
見

　

か
け
た
ら
徐
行
す
る
な
ど
特
に

　

注
意
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
運

　

転
を
心
が
け
よ
う
。

○　

他
の
運
転
者
や
歩
行
者
か
ら

　

の
視
認
性
を
高
め
る
た
め
、
デ

　

イ
・
ラ
イ
ト
（
昼
間
点
灯
）
を

　

実
践
し
よ
う
。

○　

家
庭
で
は
高
齢
者
が
外
出
す

　

る
と
き
は
交
差
点
や
道
路
を
横

　

断
す
る
際
、
車
両
に
充
分
注
意

　

す
る
よ
う
声
を
か
け
よ
う
。

○　

夜
間
外
出
を
す
る
と
き
は
、

　

明
る
い
服
装
や
夜
光
反
射
材
の

　

着
用
に
努
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

　

存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
。

○　

歩
行
者
は
「
車
が
急
に
止
ま

　

れ
な
い
」
「
道
路
で
の
転
倒
、

　

横
断
中
の
事
故
」
な
ど
の
冬
道

　

の
危
険
に
充
分
注
意
し
て
歩
き
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秋
の
輸
送
繁
忙
期
の
交
通
安
全

運
動
期
間
中
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

安
全
運
転
街
頭
啓
発
な
ど
、
多
く

の
団
体
が
独
自
で
交
通
安
全
の
呼

び
か
け
を
行
う
な
ど
熱
意
の
こ
も

っ
た
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ま
し
ょ
う
。
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月
９
日
、
松
前
城
広
場
で

１０
『
第　

回
松
前
城
下
楽
市
楽
座
』

１２

（
実
行
委
員
長
・
工
藤
國
洋
）
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
楽
市
楽
座
は
、
２
日
間

の
日
程
の
予
定
で
し
た
が
、
台
風

の
接
近
に
伴
い
、２
日
目
と「
第　
１１

回
松
前
城
下
総
登
城
ウ
ォ
ー
ク
」

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
、
会
場
に
は
、
約
２
千
人

の
方
が
訪
れ
、
松
前
産
魚
介
類
の

炉
端
焼
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
歴
ま
ち
商
店
街
組
合
加

盟
店
に
よ
る
ビ
ン
ゴ
大
会
、
松
前

シ
ー
ル
会
に
よ
る
満
冊
台
紙
と
の

福
島
県
梁
川
町
柿
交
換
会
、
ポ
ニ

ー
試
乗
会
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

な
ど
、
た
い
へ
ん
な
賑
わ
い
を
見

せ
ま
し
た
。 �
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広報まつまえ　 平成１６年１１月号１５

　
　

月
２
日
、
松
前
公
園
内
を
コ

１０
ー
ス
に
し
た
、
第
６
回
松
前
城
下

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
大
会
に
は
、
小
学
１
年
生
か

ら
一
般
ま
で　

名
が
参
加
し
ま
し

１１５

た
。

　

松
城
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
た

選
手
た
ち
は
、
藩
屋
敷
の
横
を
通

り
、
秋
の
装
い
の
松
前
公
園
内
を

見
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、

一
生
懸
命
走
り
ぬ
い
て
い
ま
し
た
。

（
紙
面
の
都
合
上
、　
　
　
　
　

　
　

一
位
の
み
掲
載
。
敬
称
略
）

【
男
子
】

■
小
学
１
年
生
男
子
の
部

優　

勝　

福
原
昭
（
松
城
小
＝
大

会
新
）

■
小
学
２
年
生
男
子
の
部

優　

勝　

松
村
魁
士
（
小
島
小
）

■
小
学
３
年
生
男
子
の
部

優　

勝　

川
村
健
太
（
松
城
小
）

■
小
学
４
年
生
男
子
の
部

優　

勝　

阿
久
寛
弥
（
松
城
小
＝

大
会
新
）

■
小
学
５
年
生
男
子
の
部

優　

勝　

小
野
寺
太
助
（
松
城
小

＝
大
会
新
）

■
小
学
６
年
生
男
子
の
部

優　

勝　

横
濱
鈴
二
（
松
城
小
）

■
一
般
男
子
の
部

優　

勝　

佐
藤
仙
真
（
森
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
）

【
女
子
】

■
小
学
１
年
生
女
子
の
部

優　

勝　

船
尾
春
希
（
松
城
小
）

■
小
学
２
年
生
女
子
の
部

優　

勝　

堀
川
麻
椰
（
松
城
小
＝

大
会
新
）

■
小
学
３
年
生
女
子
の
部

優　

勝　

成
田
乃
々
香（
松
城
小
）

■
小
学
４
年
生
女
子
の
部

優　

勝　

三
国
愛
美
（
松
城
小
）

■
小
学
５
年
生
女
子
の
部

優　

勝　

野
坂　

舞
（
松
城
小
）

■
小
学
６
年
生
女
子
の
部

優　

勝　

油
野
真
子
（
大
島
小
＝

大
会
新
）
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９
月　

日
、
町
民
体
育
館
で

３０

札
幌
交
響
楽
団
に
よ
る
『
第　
３９６

回
ほ
く
で
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
松
前
町
新
町
発
足

　

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
北

５０海
道
電
力
の
主
催
、
北
海
道
教

育
委
員
会
、
松
前
町
、
松
前
町

教
育
委
員
会
の
後
援
、
北
海
道

放
送
の
主
管
に
よ
り
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
／
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
３
番
ト
長

調
ｋ
ｖ
・　

な
ど
が
披
露
さ
れ
、

２１

生
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
を
聴
こ
う

と
訪
れ
た
約　

人
の
聴
衆
は
、
交

３００

響
楽
団
の
音
色
に
耳
を
傾
け
、
演

奏
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。
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こ
の
た
び
、
札
幌
徳
洲
会
病
院

か
ら
町
立
松
前
病
院
の
内
科
医
長

と
し
て
赴
任
さ
れ
た 
吉  
野  
光  
晴 
先

よ
し 

の 

み
つ 
は
る

生
を
紹
介
し
ま
す
。

　

専
門
は
、
内
科
で
す
。
松
前
町

の
印
象
は
、
「
町
並
み
が
歴
史
を
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９
月　

日
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

２６

ッ
プ
ラ
ン
ド『
い
さ
り
び
』で
松

前
町
新
町
発
足　

周
年
記
念
民

５０

俗
芸
能
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
新
町
発
足　

周
年

５０

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
松
前

町
郷
土
芸
能
団
体
連
絡
協
議
会

の
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　

当
日
は
、
江
良
八
幡
神
社
杵
振

舞
保
存
会
や
松
前
沖
揚
げ
音
頭
保

存
会
な
ど
当
町
の
ほ
か
江
差
町
の

江
差
餅
つ
き
ば
や
し
な
ど
他
町
の

郷
土
芸
能
も
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た

　

人
の
観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
が

８００送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

感
じ
さ
せ
る
落
ち
着
い
た
町
で
す

ね
」
と
述
べ
ら
れ
、
「
前
任
地
で

は
、
内
科
だ
け
で
は
な
く
外
科
、

産
婦
人
科
な
ど
研
修
し
て
き
ま
し

た
。
１
人
の
患
者
さ
ん
を
総
合
的

に
診
て
い
き
、
都
市
部
と
同
じ
水

準
の
医
療
を
提
供
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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中　学　生

福井友子（大島中３年）最優秀賞

中江也実（大島中２年）
森　涼乃（大島中１年）

優　秀　賞

平石明日香（大島中２年）佳　　作

■絵画の部

小　学　生

村上巧磨（白神小４年）最優秀賞

三浦賢也（松城小５年）
堀　奨太（松前小４年）

優　秀　賞

小野寺亜実（松城小５年）
澤田ちひろ（松城小５年）
滝川未来（松前小６年）

佳　　作

■書道の部
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月
９
日
、
松
前
カ
ン
ト
リ
ー

１０
パ
ー
ク
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
第　
１３

回
松
前
町
危
険
物
安
全
協
会
長
杯

防
火
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
防
火
意
識
の
高

揚
を
図
ろ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
は
７
チ
ー
ム　
３８

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
が
接
近
し
て
い

る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、

選
手
た
ち
は
、
自
分
の
順
番
が
来

る
と
、
真
剣
な
表
情
で
ス
テ
ィ
ッ

ク
を
振
り
、
一
打
一
打
に
歓
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】

優　

勝　

荒
谷
チ
ー
ム
（
阿
部
一

二
三
、
阿
部
幸
子
、
斉
藤
久
子
、

松
橋
康
夫
、
松
橋
チ
エ
）

準
優
勝　

松
城
Ａ
チ
ー
ム

３　

位　

松
城
Ｂ
チ
ー
ム
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�
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９
月　

日
、
秋
の
交
通
安
全

２５

運
動
期
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、

唐
津
駐
車
場
国
道
前
で
小
島
小

学
校
野
球
少
年
団
「
小
島
ビ
ク

ト
リ
ー　

」　

名
、
松
前
警
察

Ｊｒ

２５

署
２
名
、㈱
菅
原
組　

名
が
、松

２７

前
安
全
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
に
「
違
反
ス
ル
メ
〜
エ
」
と
書

か
れ
た
松
前
産
ス
ル
メ
を
配
布
し

な
が
ら
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
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�
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こ
の
た
び
、
小
谷
伍
郎
さ
ん

（
字
大
沢
・　

歳
）
が
第　

回
東

７０

４３

北
・
北
海
道
地
区
民
有
林
造
林
コ

ン
ク
ー
ル
（
す
ぎ
・
あ
か
ま
つ
の

部
）
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
造
林
地
の
手
入
れ
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
模

範
に
な
っ
て
い
る
林
家
に
送
ら
れ

る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
平
成
７
年
か

ら
行
っ
て
い
る
す
ぎ
の
保
育
・
管

理
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
小
谷

さ
ん
は
「
一
人
で
は
な
く
、
渡
島

西
部
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

協
力
が
あ
っ
て
の
受
賞
で
す
」
と

話
し
て
お
り
ま
し
た
。

広報まつまえ　 平成１６年１１月号 １６

　
　

月　

日
、
松
前
消
防
署
で
松

１０

１５

前
町
防
火
管
理
協
会
・
松
前
町
危

険
物
安
全
協
会
・
松
前
消
防
署
主

催
に
よ
る
防
火
作
品
展
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
展
は
、
秋
の
火
災
予

防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
防
火
の
意
識
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
第　

回
目
に
な
る
今
年
の

１６

作
品
展
に
は
、
小
中
学
校
合
わ
せ

て
絵
画
４
点
、
書
道　

点
の
応
募

７７

が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
、
絵
画
４

名
、
書
道
６
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
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広報まつまえ　 平成１６年１１月号１７
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歳
以
上
の
方
に
対
す
る
イ
ン

６５
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
予
防
接

種
法
に
位
置
付
け
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
当
町
で
は
今
年
度
も
次
の

と
お
り
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

希
望
す
る　

歳
以
上
（
接
種
時
）

６５

の
方
は
、
１
千
円
の
自
己
負
担
金

で
接
種
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
及
び

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
自

己
負
担
金
を
免
除
し
ま
す
。
（
該

当
さ
れ
る
方
は
役
場
ま
た
は
各
支

所
で
証
明
書
の
交
付
手
続
き
を
し
、

接
種
を
受
け
る
医
療
機
関
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
）

＊
町
民
税
非
課
税
証
明
書
は
発
行

手
数
料　

円
が
必
要
で
す
。

３００

　

ま
た
、　

〜　

歳
の
方
で
、
心

６０

６４

臓
・
腎
臓
に
障
害
の
あ
る
方
（
障

害
一
級
）
も
自
己
負
担
１
千
円
で

接
種
で
き
ま
す
。
（
障
害
者
手
帳

を
医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
）

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

実
施
す
る
町
内
医
療
機
関
名

　

○
町
立
松
前
病
院

　
　

（
�
②
２
５
１
５
）

　

○
町
立
小
島
診
療
所

　
　

（
�
④
２
０
２
３
）

　

○
松
前
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

（
�
②
２
４
０
８
）

③
申
し
込
み
方
法

　

事
前
に
各
医
療
機
関
に
接
種
の

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で

す
）

④
そ
の
他

　

一
部
公
費
負
担
は
、
一
人
一
回

で
す
。

　
　

歳
以
上
の
方
が
町
外
の
医
療

６５
機
関
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
受
け
る
場
合
は
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係
（
�
②
２
２
７
５

内
線
２
４
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

時間月　日場　所地区

１０：００～１３：００１１月２９日�漁 民 セ ン タ ー
建石
弁天

１０：００～１４：００１１月２９日�館浜生活改善センター館浜

１０：００～１３：００１１月２６日�札 前 児 童 館札前

１０：００～１３：００１１月２５日�静浦老人憩の家静浦

１０：００～１３：００１１月２５日�茂草老人憩い荘茂草

１０：００～１３：００１１月２９日�清部生活改善センター清部

１０：００～１５：００

１０：００～１３：００
　　２５日�
１１月　　　
　　２６日�

パートナーシップランド
『いさりび』江良

１０：００～１３：００１１月２６日�原口老人憩の家原口

��������	
��

�������������	
����

���������	
��
��������	
��
���

　ｅ－Ｔａｘを利用することにより、国税に関する各種手続（①所得税、
法人税及び消費税の申告、②全税目の納税、③申請・届出等）が
自宅や事務所に居ながらにしてインターネット等で可能になり
ます。
　特に源泉所得税の納付、消費税の中間納付や申告（課税期間の
特例の適用を受けている場合）など、ご利用機会の多い手続きに
ついては、たいへん便利になります。
　また、税務署に出掛ける手間が省けるだけでなく、ｅ－Ｔａｘに対
応した会計ソフトを利用して経理・決算処理、申告書の作成及び
提出という一連の作業を電子的に処理できるようになり、事務の
省力化、ペーパーレス化による経費削減が期待できることになり
ます。
　ｅ－Ｔａｘを利用される方は、「電子申告・納税等開始届出書」に住
民票の写しなど一定の書類を添付（提示）して、事前に納税地を
所轄する税務署長に書面で提出し、利用者識別番号及び暗証番号
等を取得する必要があります。
※開始届出書の様式は、税務署の窓口または国税庁ホームページ
で入手できます。
（国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp）

　ｅ－Ｔａｘの概要や利用に当たっての手続等については、ｅ－Ｔａｘ
ホームページに掲載しています。（ｅ－Ｔａｘホームページ　
http://www.e-tax.nta.go.jp）

　ｅ－Ｔａｘの利用開始のための手続、ｅ－Ｔａｘソフト及びその他ｅ－Ｔａ
ｘに関するご質問は、ヘルプデスクへおたずねください。全国ど
こからでも市内の通話料金でご利用いただけます。（ヘルプデス
ク�０５７０－０１５９０１）
��������	
��
月～金（祝日除く）午前９時から午
後５時まで
※詳しくは、函館税務署（�０１３８－３１－３１７１）へお問い合わせく
ださい。
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警
察
で
は
、
特
に
重
大
・
凶
悪

な
犯
罪
を
行
な
っ
た
被
疑
者
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
、　

月
に
全
国
警

１１

察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を

行
な
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
被
疑

者
の
早
期
検
挙
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要

で
す
。

　

逃
走
中
の
オ
ウ
ム
真
理
教
関
連

の
被
疑
者
を
含
め
、
指
名
手
配
被

疑
者
に
関
す
る
情
報
は
、
ど
ん
な

些
細
な
こ
と
で
も
警
察
に
通
報
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松
前
警
察
署
刑
事
課
（
�
②
３
１

１
０
内
線
３
３
０
〜
３
３
４
）

広報まつまえ　 平成１６年１１月号 １８
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月　

日
か
ら
『
暮
ら
し
を
支

１１

１１

え
る
税
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
『
税

を
考
え
る
週
間
』
が
始
ま
り
ま
す
。

　

函
館
税
務
署
で
も
同
週
間
に
ち

な
ん
で
、
日
頃
税
に
な
じ
み
の
な

い
主
婦
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
税
の
し
く

み
や
役
割
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
『
タ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ア
２
０
０

４
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
タ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ア
２
０
０
４

　

期
間　
　

月　

日
（
木
）
〜　

１１

１１

　
　
　
　
　

月　

日
（
火
）

１１

１６

　

場
所　

丸
井
今
井
デ
パ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

５
階
催
事
場

〈
主
な
催
し
〉

・
税
の
無
料
相
談

・
小
中
学
生
に
よ
る
税
の
書
道
展

・
偽
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
展
示

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
体
験

　

コ
ー
ナ
ー

※
詳
し
く
は
、
タ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
事
務
局
（
函
館
青
色

申
告
会
内
�
０
１
３
８
�
３
２
７

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

受
信
機
の
電
源
ラ
ン
プ
の
赤
色

の
点
滅
は
、
電
池
が
消
耗
し
て
い

る
表
示
で
す
。
電
池
が
消
耗
し
て

い
る
と
、
防
災
行
政
無
線
が
正
常

に
作
動
し
ま
せ
ん
。
今
一
度
、
電

源
ラ
ン
プ
を
確
認
し
て
、
赤
色
の

点
滅
の
場
合
は
乾
電
池
を
、
す
ぐ

に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
（
乾
電

池
は
、
年
に
一
度
定
期
的
に
交
換

し
て
く
だ
さ
い
）

　

乾
電
池
の
取
り
替
え
方
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
乾
電
池
を
交
換
し
て
も

点
滅
す
る
と
き
は
、
受
信
機
の
故

障
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
役
場

総
務
企
画
課
管
理
防
災
係
（
�
②

２
２
７
５
内
線
２
３
６
）
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

��������	
��
��������

・通常は、緑色に点灯
・乾電池で作動しているときは赤色の点
　灯 
・乾電池が消耗すると赤色の点滅  
※赤色に点滅している場合は、乾電池　
　（単２乾電池４個）を交換してください。
※電池を交換しても緑色の点灯に変わら
　ない場合は、受信機の故障も考えられ
　ますので、役場総務企画課にご連絡く
　ださい。

電源ランプ

・電池を取り出す時は電池
　カバーの：：：印部分を押し
　ながら、矢印の方向に引
　いてください。

・単２乾電池４個を図のように
　極性（＋、－）に注意し、乾
　電池ケースの極性表示と合わ
　せて電池ケースに入れ電池カ
　バーをしてください。
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最低賃金額

���������������

効力発生年月日

　　平成１６年１０月１日

北海道労働局函館労働基準監督署（支署）
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日
時　
　

月　

日
（
金
）

１１

１２

　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

場
所　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー



広報まつまえ　 平成１６年１１月号１９

　

現
在
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
い
よ

い
よ
厳
し
く
な
る
中
で
地
方
自
治

体
の
病
院
運
営
は
大
き
な
岐
路
に

立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
な
が

ら
当
院
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
機
関
と
し
て
単
独
で
存
続
す

る
こ
と
が
非
常
に
困
難
に
な
っ
て

お
り
、
病
院
自
体
が
大
き
な
改
革

を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

前
田
町
長
就
任
以
降
、
当
院
も

各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

毎
日
の
よ
う
に
病
院
を
よ
く
す
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か

と
い
う
議
論
を
重
ね
て
き
て
お
り

ま
す
。
当
院
の
長
い
歴
史
と
病
院

を
取
り
囲
む
環
境
も
大
変
厳
し
く

そ
う
簡
単
に
は
答
え
は
出
ま
せ
ん
。

１
万
１
千
人
の
人
口
を
抱
え
、
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
函
館
の
総
合

病
院
ま
で
自
動
車
で
２
時
間
以
上

か
か
る
と
い
う
地
理
条
件
を
考
え

ま
し
て
も
、
当
院
が
現
在
の
医
療

水
準
を
下
げ
る
こ
と
は
町
に
と
っ

て
も
大
き
な
問
題
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ス
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
年
度

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
ス
ー
パ
ー
ロ

ー
テ
ー
ト
制
度
に
よ
り
大
学
の
各

科
の
教
室
が
地
方
か
ら
の
医
師
派

遣
を
減
ら
し
、
軒
並
み
各
地
方
病

院
が
医
師
確
保
に
困
難
を
き
わ
め

て
い
る
な
か
、
当
院
は
内
科
を
中

心
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
充
実
し
て

い
ま
す
。
確
か
に
頭
数
だ
け
増
え

れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
よ
り
よ
い
医
療
を
行
う
た
め

に
は
や
は
り
マ
ン
パ
ワ
ー
は
必
要

で
す
。
大
学
側
か
ら
も
地
域
医
療

の
モ
デ
ル
病
院
と
し
て
当
院
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
は
我

々
ス
タ
ッ
フ
も
十
分
に
承
知
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
健
康
の
た
め
に
、

単
な
る
治
療
（
キ
ュ
ア
）
だ
け
で

は
な
く
、
医
療
（
ケ
ア
）
を
と
い

う
こ
と
で
保
健
サ
ー
ビ
ス
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
含
め
た
『
包
括

的
な
医
療
』
を
合
言
葉
に
こ
れ
か

ら
の
厳
し
い
状
況
の
中
、
職
員
一

丸
で
頑
張
っ
て
い
く
次
第
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
時
に
は
厳
し
く
、
と

き
に
は
や
さ
し
く
病
院
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

松
前
町
立
松
前
病
院

　

外
科
医
長　

九
冨　

五
郎
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事
務
所
自
体
は
、
松
前
と
福
島

の
両
方
に
置
く
の
で
、
本
当
は
、

松
前
と
福
島
の
両
方
を
事
務
所
の

位
置
と
し
て
定
め
ら
れ
る
と
い
い

の
で
す
が
、
「
事
務
所
の
位
置
」

は
法
律
上
一
つ
だ
け
定
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私

は
「
事
務
所
の
位
置
は
、
現
在
の

福
島
町
役
場
の
住
所
と
す
る
が
、

両
方
の
役
場
と
も
こ
れ
ま
で
の
組

織
体
制
を
維
持
さ
せ
、
両
地
域
の

方
々
が
と
も
に
不
便
を
感
じ
な
い

よ
う
に
す
る
」
こ
と
と
し
、
こ
の

考
え
方
を
も
っ
て
、
懇
談
会
で
、

皆
さ
ん
の
お
考
え
を
伺
っ
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。
合
併
は
苦
渋

の
選
択
で
す
が
、
私
も
福
島
町
長

も
、
町
の
将
来
に
責
任
を
も
つ
者

と
し
て
、
ま
た
、
今
後
の
国
の
考

え
方
を
最
も
知
る
立
場
に
あ
る
者

と
し
て
、
こ
れ
に
向
か
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
福
祉
や
団
体
補
助
金
と
い

っ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
等
に
使
っ
て

い
た
国
か
ら
の
お
金
が
急
激
に
減

っ
て
い
く
中
で
、
一
定
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、
合
併
に
よ
っ
て
行
政
区
域
を

広
げ
、
さ
ら
な
る
改
革
を
行
っ
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

他
の
地
域
を
見
て
み
る
と
、
始

め
は
大
き
な
視
点
で
も
っ
て
合
併

に
向
か
っ
て
い
た
も
の
が
、
途
中

か
ら「
自
分
に
と
っ
て
得
か
損
か
」

を
中
心
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

破
談
に
な
っ
た
事
例
も
少
な
か
ら

ず
あ
る
よ
う
で
す
。
将
来
の
こ
と
、

町
民
の
こ
と
を
考
え
た
ら
、
歩
み

寄
れ
た
は
ず
の
も
の
が
、
協
議
が

決
裂
し
、
町
民
を
代
表
す
る
機
関

で
あ
る
町
議
会
に
、
合
併
し
た
際

の
具
体
像
を
示
せ
な
か
っ
た
と
い

う
の
は
大
変
残
念
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
他
の
事
例
に
学
び
、
少

な
く
て
も
私
た
ち
の
協
議
会
で
は
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
一
番
大
事

な
こ
と
は
「
町
民
の
一
人
ひ
と
り

が
合
併
問
題
に
大
き
な
関
心
を
持

つ
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で

す
。
最
後
ま
で
、
合
併
協
議
会
の

推
移
を
見
守
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
合
併
問
題
に
つ
い
て
皆
さ

ん
の
お
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

朝
晩
、
す
っ
か
り
冷
え
込
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
健
康
管
理
に

気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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各
地
の
例
か
ら
も
、
町
村
合
併

の
最
大
の
問
題
は「
新
町
の
名
称
」

と
「
事
務
所
の
位
置
」
と
言
え
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
効
率
や
理
屈
を

越
え
て
、
誇
り
や
思
い
の
部
分
で

す
か
ら
、
と
て
も
難
し
い
問
題
で

す
。

　

松
前
・
福
島
の
合
併
協
議
会
に

お
い
て
は
、
名
前
は
す
ん
な
り

「
松
前
町
」
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
事
務
所
の
位
置
」
に
つ
い
て
は
、

松
前
側
と
福
島
側
で
意
見
が
真
二

つ
に
分
か
れ
ま
し
た
。
地
方
自
治

法
で
は
「
事
務
所
の
位
置
は
、
住

民
の
利
用
に
最
も
便
利
で
、
他
の

官
公
署
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
こ

と
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
来

は
、
松
前
の
役
場
を
「
事
務
所
の

位
置
」
に
あ
て
る
べ
き
な
の
で
す

が
、
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
人
口
の
多

い
と
こ
ろ
に
全
て
を
も
っ
て
い
か

れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
福

島
町
と
し
て
は
ど
う
し
て
も
合
併

に
踏
み
切
れ
な
く
な
る
と
い
う
事

情
も
あ
る
わ
け
で
す
。
合
併
し
た

あ
と
も
、
両
地
域
が
独
自
性
を
発

揮
し
て
、
と
も
に
栄
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
合
併

を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
と
て
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
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広
報
ま
つ
ま
え

　
　
　
１１
月
号
　
　
　
　
平
成
１６
年
１１
月
１
日
発
行
　

■
発
行
・
松
前
町
■
編
集
・
総
務
企
画
課
総
務
係
　
　

〒
０４９

－１５９２
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
字
福
山
２４８

�
０１３９４

－２
－２２７５

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
  ０１３９４

－６
－２０４８

■
印
刷
・
㈱
第
一
印
刷
  

■
松
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
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atsum

ae.com

人口のうごき
（９月３０日現在）

 人　口　１０,８８０人（－　３０人）
 　男　　　５,２８３人（－　１９人）
 　女　　　５,５９７人（－　１１人）
 世帯数   ４,７００世帯（－１４世帯）
（　）内は前月との比較増減
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字江良　渡邉　宏哉
　　　　木崎　望都（字弁天）

字月島　赤松　　茂
　　　　小野　綾子（字豊岡）

『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。
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字二越　伊川　 友  樹 （武司）
ゆう き

字江良　黒谷 　　  天 （一心）
　ひびき

字館浜　工藤 姫  羅  莉 （　誠　）
き ら り

字弁天　今本　　 凛 （　卓　）
りん

字大磯　松浦　 優  月 （　敬　）
ゆ づき

字豊岡　福原　　 紗 （正富）
すず

字豊岡　福原　　 練 （正富）
れん

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

◇
金
一
封

○
小
甲　

一
夫　

様
（
字
博
多
）

○
永
田　

富
智　

様
（
字
豊
岡
）

○
滝
川　
　

稔　

様
（
字
白
神
）

松
前
福
祉
会
（
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
松
前
南
殿
荘
）
へ

◇
金
一
封

○
澤
田　

エ
サ　

様
（
字
豊
岡
）

○
広
瀬
マ
ス
エ　

様
（
字
朝
日
）

○
秋
田　

正
男　

様
（
七
飯
町
）

○
富
田
多
鶴
子　

様
（
千
葉
県
）

学
校
図
書
購
入
へ

◇
金
一
封

○
佐
々
木
幸
子　

様
（
字
博
多
）
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）内
は
前
職 

●
退　

職
〔
９
月　

日
付
〕

３０

▽
飯
田
希
恵
子
（
健
康
福
祉
課
栄

養
士
）

●
採　

用
〔　

月
１
日
付
〕

１０

▽
松
前
病
院
内
科
医
長
・
吉
野
光

晴●
異　

動
〔　

月
１
日
付
〕

１０

▽
健
康
福
祉
課
栄
養
士
・
工
藤
穂

（
松
前
病
院
栄
養
士
）

●
異　

動
〔　

月　

日
付
〕

１０

１５

▽
教
育
振
興
課
長
・
永
井
龍
彦

（
建
設
水
道
課
参
事
）

▽
建
設
水
道
課
参
事
・
斉
藤
裕
記

（
税
務
管
財
課
参
事
）

▽
税
務
管
財
課
付
・
左
澤
昭
（
総

務
企
画
課
付
）

字原口　�藤　堅一（７４）
字原口　�藤　チヨ（８０）
字江良　高橋　次子（４７）
字江良　中江　ミヱ（８４）
字江良　和田　信芳（５７）
字茂草　堀川　　肇（７５）
字札前　吉田　　昇（６８）
字赤神　青山　一夫（５３）
字建石　秋田　庄吉（８８）
字弁天　相馬松四郎（７２）
字博多　米川　のぶ（８０）
字松城　梶井千代松（８１）
字豊岡　吉田吉三郎（８８）
字月島　池上　幸市（８６）
字朝日　槻館　文雄（７４）
字朝日　船木　秀美（６８）
字白神　村上　浩平（７９）

��������
　移動町長室は、町長自らが広く町民の皆様方の声を伺うために開設するもの
です。
　どうぞお気軽にお越しください。お待ち申し上げております。
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・日　時   １１月２１日（日）午前１０時～午後２時

・会　場   町民総合センター

・内　容

　☆講話・実演　　午前１０時～正午

　　テ　ー　マ　　『北海道は世界一』

　　講　　　師　　料理研究家　星澤　幸子さん

   ＳＴＶどさんこワイド２１２で活躍中の星澤幸子さんによる、講話

と料理の実演です。

   料理の試食もできますので、お楽しみに！

　☆各種体験コーナー（指先で健康チェック・体脂肪測定など）

　☆昼食の販売もあります。

※詳しくは、役場健康福祉課（�２－２２７５）へお問い合わせくださ

い。


